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　私が主に関心をもっているのは、高エネルギーの
衝突実験とダークマターについて、標準模型を超える
新しい物理の現象論的研究です。特に、ダークマター
および新粒子の質量とスピンの測定は、新しい物理の
理論模型の検証と構築に対して系統的な方法を確立す
るという目標を有する、極めて重要性の高い研究課題
です。私はIPMUで、LHC実験および今後の天体物理
学的・宇宙論的観測の進展に伴い、新たに測定可能と
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趙 元相 チョウ・ウォンサン　専門分野：理論物理学

なる物理量と新しい物理の間の関係を見出すことに努
めたいと思います。
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　弦理論は10次元の時空を必要とします。これが私
たちの4次元の世界と接点をもつためには、10次元の
うちの6次元が極めて微少なサイズに巻き上げられ、
コンパクト化されなければなりません。そのコンパク
ト化された空間の構造が4次元の物理を支配します。
現実的な弦理論を構築するには、余剰次元で起こるこ
とを理解することが必須です。私の研究の中心は、主
としてコンパクト化された次元の数学的構造を調べる

ことと、異なるコンパクト化された弦理論を関係づけ
るミラー対称性のような「双対性」を探究することで
す。
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　私は、大きなコンピューターシミュレーションを用
いて、何百万もの銀河の織り成す宇宙の大規模構造に
ついて研究しています。特に、インフレーションと暗
黒エネルギーという未知の機構により、我々の宇宙が
これまで二度経験したとされる、宇宙の加速膨張期に
ついての情報を引き出すための方法論の構築に取り組
んでいます。私は、近い将来の巨大な観測計画から得

　空に輝く星の中には、超新星爆発として華々しくそ
の一生を終えるものがあることが知られています。し
かし、その爆発のメカニズムは長年、謎に包まれてい
ます。私は大望遠鏡を用いて超新星の観測を行ってき
ました。その結果、爆発の謎を解く鍵となる、超新星
の複雑な三次元構造が明らかになってきました。この
ような観測的研究の他に、観測データをより深く理解

　私は素粒子理論、中でも超弦理論を研究しており、
関連した数学、素粒子現象論や宇宙論にも興味を持っ
ています。最近の研究対象は、超弦理論や超対称ゲー
ジ理論における状態の数え上げの問題です。この問題
は、例えばブラックホールの微視的状態の理解、また
弦理論の様々な双対性の理解のために極めて重要であ
り、我々はこの問題に厳密な答を与える新たな結晶の
溶解模型を提唱し、その位相的弦理論との関連を明ら

られるデータを最大限に活かすべく、銀河の空間分布
の統計的性質をこれまでにない高精度でモデル化する
ことを目指しています。

するための数値シミュレーションや、より遠方宇宙（よ
り初期の宇宙）での超新星の観測に興味を持っていま
す。

かにしました。この研究は、多様体の不変量に関する
新たな予言も与えており、数学者とも活発に協力しな
がら進められています。
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